
生
徒
が
巣
立
っ
て
い
く
社
会
で
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。激
変
す
る
社
会

と
は
具
体
的
に
何
が
、な
ぜ
変
わ
っ
て
い
る
の
か
。さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
も

と
に
労
働
市
場
分
析
の
専
門
家
に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日本はこの30年でどう変わったか

　

大
前
提
と
し
て
、少
子
化
や
労
働
力
人
口

の
供
給
不
足
な
ど
、中
央
省
庁
の
多
数
の
推

計
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
が
進
む
現
在
、

社
会
を
見
通
す
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

予
測
不
能
な
激
動
の
時
代
に
労
働
市
場
を

分
析
し
て
い
る
立
場
か
ら
言
え
る
の
は
、教
員

や
保
護
者
が
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
で
き
る

の
は
、一
緒
に
悩
み
苦
し
ん
で
あ
げ
る
こ
と
。

そ
し
て
、結
論
を
出
さ
な
い
で
あ
げ
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
を
見
る
際
は
そ
の
背
景
を
知
る
必

要
が
あ
り
、例
え
ば
、30
年
間
の
日
本
の
変
化

で
よ
く
使
わ
れ
る
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
順
位
の
下
落
を
も
と
に
国
際
競
争
力
が
低

下
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、主
要
因
は
少
子
高

齢
化
で
労
働
時
間
が
短
い
高
齢
層
の
働
き
手

の
比
率
が
増
え
た
こ
と
で
、競
争
力
と
い
う
よ

り
労
働
人
口
の
構
造
的
な
問
題
な
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
新
卒
者
初
任
給
が
急
上
昇

す
る
な
ど
、人
手
不
足
は
若
者
に
と
っ
て
は
明

る
い
側
面
も
も
た
ら
し
て
い
ま
す（
図
１・２
）。

真
に〝
予
測
不
能
〞な
未
来
を

ど
う
渡
り
歩
い
て
い
く
か

解
説

専門家が  　　解 説

ふるや・しょうと●一橋大学大学院社会学研究科修了後、経済
産業省入省。産業人材政策、福島の復興、政府成長戦略策定
に携わる。2017年より現職。労働市場の変化から人のライフキ
ャリアまでを一貫して研究。『ゆるい職場』（中央公論新社）、『「働
き手不足1100万人」の衝撃』（プレジデント社）など著書多数。

リクルートワークス研究所
主任研究員

古屋星斗さん

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研＞＞ 刊行物＞＞ キャリアガイダンス（Vol.460）

取材・文／長島佳子　イラスト／加納徳博

出典：合計特殊出生率 →厚生労働省「人口動態統計（確定数）
の概況」／平均年齢→国立社会保障・人口問題研究所「人口
統計資料集」（2026年版）／一人当たり名目GDP順位→資料：
GLOBAL NOTE　出所：IMF／女性就業率→総務省「労働力
調査」（15～64歳人口に占める就業者の割合）／共働き世帯→ 
総務省「労働力調査特別調査」（1995年）、「労働力調査（詳細
集計）」（2025年）（夫が非農林業雇用者／妻の世帯）／非正規
雇用率→総務省「労働力調査（詳細集計）」（役員を除く雇用者
に占める非正規の職員・従業員の割合）／新規学卒者の賃金推
移→厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より（1995年～
2019年は初任給、2020年以降は所定内給与額）

合計特殊出生率が下がり平均年齢が上がり、
働く女性と非正規雇用者が増加。一人当たり名目GDPの
OECD内順位の下落など国際競争率は低下する一方、

新卒者初任給はここ数年急上昇

図2 新規学卒者（4大卒）の賃金の推移
（円）

図1 1995年～2025年の日本社会の変化

指標指標

日本人の平均年齢

合計特殊出生率

非正規雇用率一人当たり名目GDP
（OECD加盟国内順位）

共働き世帯

女性就業率
（15～64歳）

男子

女子

デ
ー
タ
の
背
景
を
探
り
、も
う
一
歩
考
え
を
深
め
る
問
い
マ
ー
ク
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労働市場はどうなっていくのか

高校生に人気の職業である
公務員も競争率が
右肩下がりの傾向

　

労
働
需
給
の
差
異
に
よ
る
人
手
不
足
が
加

速
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が（
図
３
）、人
口

動
態
か
ら
予
測
は
で
き
て
い
た
こ
と
で
す
。
特

に
こ
こ
数
年
で
騒
が
れ
出
し
た
の
は
、団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
、70
歳
前
後
ま

で
は
働
い
て
い
た
人
た
ち
が
一
気
に
労
働
市
場

か
ら
退
出
し
、逆
に
医
療
介
護
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
需
要
が
増
え

た
か
ら
で
す
。
同
時
に
大
手
企
業
で
す
ら
採

用
未
達
成
が
起
こ
り
、急
激
な
人
手
不
足
が

起
こ
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
校
生
に
人
気
の
高
い
公
務
員
も
、

試
験
を
受
け
る
時
点
の
競
争
率
が
下
降
し
て

お
り（
図
４
）、急
激
な
人
手
不
足
に
加
え
て
、

こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い
労
働
市
場

の
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

高
校
生
を
対
象
に
働
く
こ
と
に
つ
い
て
話

を
す
る
と
き
に「
や
り
た
い
こ
と
と
求
め
ら
れ

る
こ
と
の
重
な
り
を
探
し
ま
し
ょ
う
」と
伝
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か

ら
な
い
と
い
う
生
徒
さ
ん
が
多
数
い
る
の
で
、

「
そ
れ
な
ら
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

探
そ
う
」と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
労
働
市
場

で
ニ
ー
ズ
が
高
い
仕
事
は
待
遇
が
よ
く
、感
謝

さ
れ
や
す
く
、幸
福
度
が
高
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
予
測
が
難
し
い
社
会
で
は
、幸
せ

に
働
け
る
仕
事
を
予
測
す
る
こ
と
も
ま
た
難

し
い
で
す
が
、社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
仕

事
に
は
何
か
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

出典：リクルートワークス研究所「未来予測2040 労働供給制約社会がやってくる」 （2023年）より編集部にて作成。

少子高齢化が加速し、
2040年には約1,100万人の

労働者不足に 図4  地方公務員試験競争率推移

出典：総務省「令和6年度地方公共団体の勤務条件
等に関する調査結果」より編集部にて作成。

人手不足の要因は、生活に欠かせないエッセンシャル
ワーカーといわれる、輸送・機械運転・運搬、建設、生産
工程、商品販売、介護サービス、接客給仕・飲食物調
理、保険医療専門職の供給不足と推測されている

圧
倒
的
な
人
手
不
足
社
会
で

ど
ん
な
働
き
方
を
選
択
す
る
か

図3  労働需給シミュレーション

解
説

労働供給
労働需要

（万人）

（倍）

※競争率＝受験者数／
合格者数で算出

要因は
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図5  年収上昇率が高い職種

求められる職種はどう変わる？

　

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
な
か
で
も
現
場

職
と
い
わ
れ
る
職
業
が
、人
手
不
足
に
よ
り
賃

金
上
昇
率
が
現
在
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
事
実

で
す（
図
５
）。し
か
し
、こ
の
状
況
が
５
年
後
10

年
後
も
続
く
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
Ｉ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
で
タ
ク
シ
ー
業
界
は
配
車
シ

ス
テ
ム
が
向
上
し
た
こ
と
で
生
産
効
率
が
上
昇

し
ま
し
た
が
、自
動
運
転
の
実
証
実
験
が
始
ま

り
今
後
は
不
透
明
で
す
。
外
勤
事
務
従
事
者

（
水
道
や
ガ
ス
の
検
針
や
集
金
業
務
な
ど
）の

仕
事
は
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
普
及
で
将
来
な

く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、大
学
進
学
率
の
上
昇
に
よ
り
大
手
メ

ー
カ
ー
な
ど
で
高
卒
採
用
を
控
え
、従
来
の
高

卒
者
の
仕
事
も
含
め
て
大
卒
採
用
に
シ
フ
ト

し
て
き
た
企
業
が
、人
手
不
足
に
よ
り
再
び
高

卒
に
門
戸
を
広
げ
始
め
て
い
ま
す
。
大
卒
で
は

入
る
の
が
難
し
い
企
業
も
高
卒
な
ら
低
い
競
争

率
で
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

将
来
的
な
労
働
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
し
て

は
、事
務
職
が
供
給
過
多
に
な
る
一
方
、専
門

職
の
な
か
で
も
、特
に
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
利

活
用
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
や
高
度
な
技
術
を
必
要
と

す
る
人
材
の
不
足
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（
図

６
）。
た
だ
し
、歴
史
的
に
機
械
化
に
よ
っ
て
生

産
効
率
が
上
が
る
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事

は
中
味
が
変
わ
り
つ
つ
増
え
る
傾
向
が
あ
る
た

め
、Ａ
Ｉ
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
影
響
は
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
職
種
は

時
代
と
共
に
流
動
化
し
て
い
く

現業系職種で
上昇率が高いものの、
二極化の側面もある。
一方でホワイトカラーの
専門職の存在も目立つ

出典：リクルートワークス研究所 「ワークス労働市場分析・『稼げる
仕事』の変化」（2026年版）「年収額変化率が高い上位15職種
（小分類）（一般労働者）（2020年→2025年）」（厚生労働省「賃
金構造基本統計調査」をもとにリクルートワークスで算出）より抜粋。
※外勤事務従事者とは電気・ガス等のメーター検針員、公共料金
集金人、市場調査員等。

解
説

出典：経済産業省「2040年の就業構造推計（改訂版）について」（2026年）より編集部にて作成。
（「専門職」は、専門的・技術的職業従事者を指す。うち「AI・ロボット等の利活用を担う人材」は、機械技術者やその他の情報処理通信技術者等の職種を集計。「現場人材」は、生産工程従事者、建設・採掘従事者、サービス職業従事者等の職種を集計。）

AI・ロボット等の利活用を
担う人材は2040年に
339万人不足と予測

外勤事務従事者※ タクシー運転手 歯科医師 自動車組立従事者公認会計士、税理士

就業者数

需給
ミスマッチ

専門職 うち、AI・ロボット等の
利活用を担う人材

現場人材 うち、
生産工程従事者

事務職

需要数

供給数

図6  2040年の労働需給ミスマッチ（職種間）
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企業の採用・雇用はどう変化しているのか

図9  社員が社外で副業・兼業することを認めているか

図10  出戻り社員の受け入れを行っているか

出典：日本経済団体連合会　「副業・
兼業に関するアンケート」（2022年）よ
り編集部にて作成。

出典：リクルート「企業の人材マネジメントに関する調査」（2023年）より。

全体平均

 

日
本
の
企
業
は
新
卒
採
用
の
際
、資
格
な
ど

よ
り
も
人
間
性
や
や
る
気
を
重
視
す
る
特
徴

が
あ
り
ま
す（
図
７
）。
特
に「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
協
調
性
」は
日
本
型
雇
用

慣
行
に
お
い
て
内
部
昇
進
に
関
わ
っ
て
く
る
こ

と
で
、「
会
社
で
が
ん
ば
っ
て
い
け
る
力
」が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

労
働
市
場
の
変
化
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
の
形

成
方
法
が
変
化
し
、リ
カ
バ
リ
ー
し
や
す
い
社

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
終
身
雇
用
の
時
代
は
転

職
す
る
と
一
般
的
に
待
遇
が
下
が
り
ま
し
た

が
、今
は
好
待
遇
の
転
職
が
可
能
で
す
し
、転

職
者
の
仕
事
満
足
度
改
善
率
が
継
続
者
を

上
回
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
（
図
８
）。

新
卒
採
用
中
心
だ
っ
た
大
企
業
も
今
は
中
途

採
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
副
業
・
兼
業
を
認
め

た
り
（
図
９
）、出
戻
り
社
員
を
受
け
入
れ
る

企
業
も
増
加（
図
10
）。
副
業
先
の
ほ
う
が
向

い
て
い
る
と
思
え
ば
転
職
す
る「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
シ
フ
ト
」と
い
う
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
方
法
が
、

若
者
と
企
業
の
新
た
な
関
係
に
な
る
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、新
卒
者
の
就
活
は「
最
後
の
選
択
」

で
は
な
く「
最
初
の
選
択
」に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
就
活
が
最
後
の
選
択
だ
っ
た
時
代
に
求
め

ら
れ
た
の
は
「
大
企
業
へ
の
入
社
と
い
う
結

果
」で
し
た
が
、最
初
の
選
択
で
は「
そ
こ
で
得

ら
れ
る
経
験
値
・
人
間
関
係
・
自
己
理
解
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
」へ
と
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

現
代
の
就
活
は「
最
初
の
選
択
」

リ
カ
バ
リ
ー
が
し
や
す
い
社
会
に

図7  新卒採用で企業が重視する資質 　　　図8  2020年から2021年の
　　　転職による満足度変化

出典：リクルートワークス研
究所「転職により仕事の満
足度はどのように変化するの
か？」（2023年）（「全国就業
実態パネル調査（JPSED）」
2021、2022をもとにした集
計）より編集部にて作成。

出典：日本経済団体連合会 「採用と大学改革への
期待に関するアンケート」（2022年）より編集部にて
作成。新卒者に特に期待する資質（3つ選択）。

転職者

（転職者と継続者別）

（2022年）

継続者

主体性

学び続ける力

チームワーク・
リーダーシップ・協調性

実行力

柔軟性

転職者のほうが継続者よりも
仕事に対する満足度の改善率が高い

全体平均では半数以上の企業が
副業・兼業を認めており、企業規模が
大きいほど認める比率が高い

出戻り社員を
受け入れていない

わからない

出戻り社員を
受け入れている

解
説

主体性と協調性を重視する傾向に

半数以上の企業が一度離職・退職した
出戻り社員を受け入れ

改善 悪化変化なし

常用労働者数
100人未満

常用労働者数
5,000人以上
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個人の仕事観はどう変わってきたか

仕事観は多様化しており、
仕事は単なる手段と割り切っていたり、
仕事に何も求めないクラスタも出現

長期トレンドでは会社の発展のためにつくすよりも、
ワークライフバランス意識が高まり、いわゆる「頑張らない」働き方が

増えている。直近では副業への意向が高まっている

図11   「良い仕事」に対する6つの価値観クラスター

出典：リクルートワークス研究所「ワークス1万人調査」（2023年）より編集部にて作成。

　

現
代
人
の
仕
事
に
対
す
る
価
値
観
は
多
様

化
し
て
お
り（
図
11
）、同
じ
職
場
に
さ
ま
ざ
ま

な
タ
イ
プ
の
人
材
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
の
組
織
で
は
多
様
な
労
働
観
を

受
容
す
る
関
わ
り
方
が
必
要
と
さ
れ
、従
業

員
の
キ
ャ
リ
ア
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、

学
校
と
同
様
に
個
別
最
適
な
成
長
支
援
策
の

検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、近
年
施
行
さ
れ
た
働
き
方
改
革
関

連
法
な
ど
に
よ
り
、日
本
企
業
は
働
き
や
す

く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、厚
生
労
働
省
の

統
計
で
は
、大
手
企
業
の
若
手
社
員
の
離
職

率
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に「
会
社
が

ゆ
る
い
」と
感
じ
て
い
る
層
の
３
年
以
内
の
転

職
希
望
率
が
高
く
、働
き
や
す
い
会
社
で
も

成
長
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
キ
ャ
リ
ア
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
若
者
が
変
わ

っ
た
か
ら
で
は
な
く
、法
律
に
よ
る
職
場
側
の

変
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

就
業
価
値
観
の
変
化
に
つ
い
て
も
（
図
12
）、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
意
識
の
高
ま
り
は
、

「
会
社
〈
生
活
」と
人
々
の
マ
イ
ン
ド
が
変
わ
っ

た
と
い
う
よ
り
、共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、

必
然
的
に「
仕
事
も
家
庭
も
」と
い
う
価
値
観

に
な
り
得
る
構
造
的
な
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

世
の
中
の
デ
ー
タ
を
読
み
解
く
に
は「
若
者

（
人
間
）が
変
わ
っ
た
」な
ど
と
断
じ
る
前
に
、

背
景
に
あ
る
構
造
的
な
変
化
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

価
値
観
が
多
様
化
す
る
背
景
に
は

社
会
の
構
造
的
な
変
化
が
あ
る

図12  就業価値観の変化 （就労者のみ、 「そう思う」 「どちらかといえばそう思う」の合計）

自分の仕事の目的は会社を
発展させることである

会社や仕事のことより、
自分や家庭のことを優先したい

たとえ収入が少なくなっても
勤務時間が短いほうがよい

本業以外の仕事を持ちたい

できれば自分で独立して事業をおこしたい

現在の業務に満足している

人並み程度の仕事をすればよい

仕事にやりがいや
成長を求める

やりがい派

仲間から必要とされ、
人とのつながりを重視する

求められたい派

自分の生活スタイルに
合った働き方を望む

ライフスタイル
重視派

仕事に特別なことは
求めない

何もない派

仕事は手段と捉え、
プライベートを重視する

そこそこ派

人付き合いを避け、
自分のペースで働きたい

自分ペース派

解
説

出典：NRI「生活者1万人
アンケート調査」（2000年、
2024年）のデータを元に編
集部にて作成。
※「そう思う」、「どちらかとい
えばそう思う」、「どちらかとい
えばそうは思わない」、「そう
は思わない」の4段階の選
択肢の内、「そう思う」、「どち
らかといえばそう思う」の合計
を示している。
※「現在の業務に満足して
いる」は2000年の調査なし。
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デ ー タ で 紐 解 く、進 路 選 択 の 今 と 未 来




